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AI時代の子育て 2024年03月24日

◆INTRO）AIを巡る背景の説明

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

 身体の成長と脳の成長
 乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係
 何がその子の能力を伸ばすのか
 乳児期の目線・幼児期の目線には父親が責任を持て

◆第二部）「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

 早期集中教育のメリットとデメリット
 何故早期教育で得た能力は小学校で失われるのか？
 褒め方・ご褒美の嘘

◆第三部）「親がAIを使い倒して我が子に最適な教材を作る方法」

AIブームはいつから?

ダートマス学術研究会議で定義

推論と探索
迷路を解くようなアルゴリズム

第一次人工知能ブーム

AI（人工知能）概念成立
1956 年

通産省「第五世代コンピュータ計画

第二次人工知能ブーム

推論の元になる情報をPCに蓄積
1980年

第三次人工知能ブーム

ディープラーニング

ビッグデータの活用

2000年

OCR
スマートスピーカー

画像認識、音声認識、音声合成、
テキスト・マイニング／ナレッジ
活用、翻訳、検索・探索、時系列
データ分析および機械学習プラッ
トフォーム

第四次人工知能ブーム
生成AI

2020年

INTRO）AIを巡る背景の説明
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INTRO）AIを巡る背景の説明

https://mainichi.jp/articles/20240117/spp/000/006/171000c https://kigyolog.com/service.php?id=297

https://www.toshin.com/todai_ai/ https://surala.jp/about/feature/drill
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生成AIでVIDEOを作る
バイデン大統領に演説させると

洗濯物をたたむロボット

バスケットボールをするロボット
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AIと人間
人間ができる（AIは苦手）AIの特性

未来を考える（材料がなくても）過去データ

正解がないものを思考できる正解があるものを探し出して答える

前例がないことでも考えられる前例があるものを探し出して答える

優劣が曖昧（劣でも評価可能）優劣が明快なものにジャッジするのが得意

問題が重要答えが重要

見えないもの、ないものでも考えられる見えるもの、有るもの

直感的・感性的な判断ができる論理的

変数は無限・不変・なしでも考えられる変数の定義と確定が重要

子育ての極意
AIを使うか否かに関わらずこの結論は変わらない!

乳児はしっかり肌を離すな

幼児は肌を離せ、手を離すな

少年は手を離せ、目を離すな

青年は目を離せ、心を離すな

親
が
し
っ
か
り
し
な
さ
い
！
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◆第一部）「感覚の成⾧、感情の成⾧、思考の成⾧」

• 身体の成⾧と脳の成⾧

• 乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

• 何がその子の能力を伸ばすのか

• 乳児期の目線・幼児期の目線には父親が責任を持て

子どもは最低限の
生命維持機能を
持って産れる

身体の成⾧と脳の成⾧

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

産まれる前に機能する感覚は

聴覚

身体の成⾧と脳の成⾧

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」
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産まれてすぐには

目が見えない

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

成長の過程は誰もが同じ

身体の成⾧と脳の成⾧

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

感覚 → 感情 → 思考

思考 → 感情 → 感覚

10歳頃
感覚のゲートウェイが閉じる

15歳頃
感情の発達が活発化

27歳頃
思考の成熟
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身体の成⾧と脳の成⾧

額
側

大脳新皮質

大脳辺縁系

脳幹+扁桃核

IRA

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」
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大脳新皮質 思考

大脳辺縁系 感情

脳幹+扁桃核 感覚

計算、比較、言語、分析
●●と思う。 ◆◆だろう

本能、欲望、好き、嫌い
喜怒哀楽

快、不快
ヌルヌルしてて快
ヌルヌルしてて不快

IRA

生命維持、呼吸、血圧、ホルモン

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

大脳新皮質 思考

大脳辺縁系 感情

脳幹+扁桃核 感覚

計算、比較、言語、分析
●●と思う。 ◆◆だろう

本能、欲望、好き、嫌い
喜怒哀楽

快、不快
ヌルヌルしてて快
ヌルヌルしてて不快

IRA

生命維持、呼吸、血圧、ホルモン

10歳位まで（第二次性徴期前）感覚→感情→思考

小学校でここを重要視する
それは間違い！

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

計算、比較、言語、分析
●●と思う。◆◆だろう

本能、欲望、好き、嫌い
喜怒哀楽

快、不快
ヌルヌルしてて快
ヌルヌルしてて不快

IRA

生命維持、呼吸、血圧、ホルモン

第二次性徴期始まりから途中までは、
感覚→感情→思考・思考→感情→感覚 両経路

大脳新皮質 思考

大脳辺縁系 感情

脳幹+扁桃核 感覚

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」
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計算、比較、言語、分析
●●と思う。◆◆だろう

本能、欲望、好き、嫌い
喜怒哀楽

快、不快
ヌルヌルしてて快
ヌルヌルしてて不快

IRA

生命維持、呼吸、血圧、ホルモン

第二次性徴期終わり頃からは思考→感情→感覚
意志力を持って学習しないと成果が上がりにくい

大脳新皮質 思考

大脳辺縁系 感情

脳幹+扁桃核 感覚

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

計算、比較、言語、分析
●●と思う。◆◆だろう

本能、欲望、好き、嫌い
喜怒哀楽

快、不快
ヌルヌルしてて快
ヌルヌルしてて不快

IRA

生命維持、呼吸、血圧、ホルモン

大脳新皮質 思考

大脳辺縁系 感情

脳幹+扁桃核 感覚

）

身体の成⾧と脳の成⾧ ◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

自由のフェンス
与えられて、
守られた自由

※自我の形成

身体の成⾧と脳の成⾧

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」
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乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

間違った幼児教育

乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

◆第一部）「感覚の成⾧、感情の成⾧、思考の成⾧」

赤ちゃんの脳の言語野が
育たなかった

乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

◆第一部）「感覚の成⾧、感情の成⾧、思考の成⾧」
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赤ちゃんの言語野が育たなかった

乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

◆第一部）「感覚の成⾧、感情の成⾧、思考の成⾧」

乳児や幼児の発育とデジタル機器のヤバすぎる関係

◆第一部）「感覚の成⾧、感情の成⾧、思考の成⾧」

デジタルものを見せる場合は必ず膝の上
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何がその子の能力を伸ばすのか

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

子どもは、両親の才能を先天的に引き継ぎ、
後天的な経験でより良い成⾧が見込まれる
経験を与えるのは親

深い思考

色々な感情

沢山の感覚刺激

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

何がその子の能力を伸ばすのか

乳児期の目線・幼児期の目線には父親が責任を持て

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

34

35

36



2024/3/25

13

◆第一部）「感覚の成長、感情の成長、思考の成長」

乳児期の目線・幼児期の目線には父親が責任を持て

第一部終了です
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第二部
「乳児期・幼児期・少年期、
それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット
何故早期教育で得た能力は小学校で失われるのか？
褒め方・ご褒美の嘘

子育ての極意
AIを使うか否かに関わらずこの結論は変わらない！

乳児はしっかり肌を離すな

幼児は肌を離せ、手を離すな

少年は手を離せ、目を離すな

青年は目を離せ、心を離すな

親
が
し
っ
か
り
し
な
さ
い
！
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感情
行動

考え方

フレームワーク
形成

感情
行動

考え方

フレームワーク
形成

子は親の鏡
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父母二人の要素しかない

病気になる考え方

•人の身体は潜在意識が制御している
•モヤモヤ病の子

あなたは
モヤモヤ病

あなたは
体が弱い あなたは

一番頭が良いお父さんは
バカ
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子どもは未知の種

早期集中教育のメリットとデメリット
早期教育具体例

a. 「超早期教育」胎児期や乳児期に刺激を与える教育（胎教、ドッツカード、フラッシュカード）

b. 「就学前教育」幼児期から文字の読み・書き・計算の習得を目指す

c. 「早期英語教育」幼児期から英会話や英語の読み・書きの習得を目指す

d. 「芸術志向型」ピアノ・ヴァイオリン・絵画など芸術教育

e. 「スポーツ型」バレエ・水泳・体操などスポーツ教育

それぞれに多大なメリットがあります･･･正しく行えばですが！

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

感覚→感情→思考

五感刺激に拘ること

具体的なことで示すこと

テクニックではなく概念を理解させること

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット
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０歳児

触ってあげる

抱っこする

感覚を育てる

いろいろな物を見せる・体験させる

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

１～２歳
歩く

ボールを投げる

絵を描き始める

数をかぞえる

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

真似をする
人間だけの特徴

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット
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数をかぞえる

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

３歳～５歳

走る

階段をのぼる

鉄棒にぶら下がる

文字に興味を持ち始める

３歳くらいで１００までかぞえる→カウントダウン

数字は教えない

暗算

興味分野が出てくる
→大人の本を買ってあげる

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

６歳から１０歳
興味分野が大きく広がるとき

百科事典
電車
地図
星
宇宙
生き物
植物

暗算させる→ひっ算はダメ

長さの感覚

重さの感覚

速さの感覚

早期集中教育のメリットとデメリット
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感覚と感情が動く体験を！

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

足し算
引き 算から足し算へ

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

かけ算
わり算→かけ算

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット
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絵本を読む習慣

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

お金をかぞえる
繰り上がり・繰り下がり

５とび、１０とび

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

早期集中教育のメリットとデメリット

何故早期教育で得た能力は
小学校で失われるのか？

例）

幼稚園の頃には計算が得意だったのですが

小さい頃はお花の名前を沢山知っていたのですが

幼稚園の頃は漢字を沢山知っていたのですが

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」
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感覚的に知り、感覚的に覚えたものが

小学校に行くと、

画一的に押し並べて同じカリキュラムを押しつけられる

面白くない

無理に書かせられる（ノートの強要）

紙の上（教科書やプリント）で具体性に欠ける

第二部 「乳児期・幼児期・少年期、それぞれの効果的学習」

何故早期教育で得た能力は小学校で失われるのか？

褒め方・ご褒美の嘘

第二部を終わります
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第三部
親がAIを使い倒して

我が子に最適な教材を
作る方法

我が子が大好きなもの
一緒にワクワクしよう

我が子が興
味を持って
いるもの
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我が子が興
味を持って
いるもの

我が子が興
味を持って
いるもの

一緒に電車
を見に行こ

う！
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我が子が興
味を持って
いるもの

我が子が興
味を持って
いるもの
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これいくら
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特別なご提案

１０歳以上のお子さん
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森 浩さん

株式会社 森美
代表取締役

一社）みんな天才化機構 理事

「食」「住」「衣」に関するオリジナル商品の企画・製
造・販売
森美カフェ運営

プロダクトデザイン・グラフィックデザイン・WEBデザ
イン
リノベーション・インテリア・ディスプレイデザイン
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髙嶋 成泰さん

HGMに取り組んで3カ月くらい経ったでしょう
か…まず本が速く読めるようになり、インプッ
トできる情報量が圧倒的に多くなりました。

それだけならただの速読と変わらないのですが、
そのインプットした情報が色々と結びついて、
今まで理解できなかったものがわかるように
なったり、思いもつかなかったアイデアが生ま
れたり、仕事の処理速度も格段に上がり、それ
まで1日がかりだった仕事が午前中に終わって
しまう現実！
おかげで出世してしまいました（笑）

Y Mさん
• ２０２２年５月から２０２３年１１月までの期間で本当
に驚くほど自分の立場や組織に大きな変化がありました。

• ・２０２２年１２月試験合格（２０２３年６月資格取得

• ３科目ある試験なのですが、１回の受験で全科目合格者
は少ないと言われている試験に一発合格しました。私と
しては各科目最後まで回答が終わらないような状況で、
まず合格はないだろうとあきらめていた試験でした。

• 合格した理由として考えられることとして、HGMをと
おして試験勉強の学び方が今までとは違ったのかもしれ
ないと思っています。HGMは能力（脳力）開発である
ため、思考力アップなのかはたして潜在意識への働きか
けなのかは分かりませんが、今までとは明らかに何かが
違っていたにより得られた結果だと思います。

• ・２０２３年３月上部組織で副会⾧に任命される

• 私の所属組織の上部組織で理事を拝命しておりましたが、
２０２３年３月副会⾧に推薦され、拝命いたしました。
所属期間もまだ短いほうなのですが推薦していただいた
次第です。

• ・２０２３年６月 所属組織の理事⾧就任

• 私は所属組織にて今まで専務理事でしたが、理事⾧辞任
のため理事⾧を拝命いたしました。

荒井 裕次さん
• 変わりたいけど変えられない行動したいけど動
けない今のままではダメだけど、どうしたら良
いか分からない漠然とした不安を感じつつも、
忙しさを理由に気付かない振りをする。

• 失敗はしたくないし、出来るだけ楽な場所にい
たい。こんな葛藤を続けている人、多いと思い
ます。私もその一人であり、葛藤は今も続いて
います。

• がっ！しかーし『意識が変われば、現実も変
わる』のです。気付いたら、夢の一つである北
海道への移住が実現！後から振り返ってみると、
大きな決断は沢山あったのですがその時々の
『意識』が導いてくれたのです。

• 『意識が変われば、現実も変わる』本当にス
ゲーのです。
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モリヒトミさん
専業主婦からアーティストへ

丸本 大仁さん

中学生で本を出版

みん天教材・親塾・Hyper Genius Method  

•興味がある方は、説明会に参加しませんか？
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